地球温暖化対策推進委員会（H24.8.30）での指摘に対する対応について資料２－１


	取組みの状況と温室効果ガス削減量との関係は、できるだけわかるようにしてほしい。また、予算をどれだけ投入してどれだけ効果があったのかも重要である。


数値目標ごとに関連する施策・事業名と予算額がわかるようにとりまとめた。
また、CO2排出量に換算できる項目については、削減効果を示した。
⇒【資料２－２】


	代表的な「見える化」の手法であるスマートメーターの使用状況を把握できないか。


関西電力がスマートメーターの導入計画を立てており、普及状況について公表されている。2012年度末現在で約189万台設置しており、2023年度には全計器のスマートメーター化が完了する予定である。
⇒【資料２－２】


	取組みの手段として多くの施策や事業がある。数値目標の達成状況だけでなく、取組みの内容（質）についても調査し、評価しておく必要がある。


大阪21世紀の新環境総合計画（平成23年3月策定）に掲げた目標の実現に向けた施策をとりまとめ、議会に報告している「平成25年度において豊かな環境の保全及び創造に関して講じようとする施策」の施策・予算一覧を元に、大阪府地球温暖化対策実行計画で掲げた部門別ごとに主なものを整理した。
⇒【参考資料２－１】


	民間の取組みについても情報を収集するなど、幅広くとらえてほしい。


大阪府温暖化の防止等に関する条例に基づき、エネルギーを多量に使う事業者からは「事業活動のエネルギー対策」を、大規模な建築物の新築等の際の建築主からは「建築物の環境配慮」の届出を受けており、事業者の取組み内容は公表している。
[bookmark: _GoBack]また、おおさかストップ温暖化賞や大阪サステナブル建築賞の受賞事業者の取組み内容や、事業者による節電の取組みについてもアンケート調査を行い、その結果を公表している。
その他、大阪府自然環境保全条例に基づき、建築物等における緑化に関し特に優れた取組みをした者を顕彰するおおさか優良緑化賞や、他の模範となる豊かな環境づくりに向けた活動に取り組み、顕著な功績のあった個人・団体又は事業者を顕彰するおおさか環境賞の受賞者の取組み内容についても公表している。
今後も引き続き民間事業者の取組みについてできるだけ多くの分野で把握することに努め、地球温暖化対策の取組みを推進していく。
